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(54)【発明の名称】 診断装置

(57)【要約】
【課題】  電源のＯＮ／ＯＦＦに関係なく超音波内視鏡
等の観察部の着脱が行える超音波診断装置等の診断装置
を提供する。
【解決手段】  超音波振動子を内蔵した超音波内視鏡２
の接続コネクタ７は超音波画像観測装置３の接続コネク
タ受け８に着脱自在であり、電源回路２８に接続された
電源スイッチ２９をＯＮした場合にも支障なく超音波内
視鏡２を着脱できるように電源回路２８の電源供給線３
１に超音波内視鏡２側とこれに直接接続される超音波画
像観測装置３側の送受信部１３とに供給される電源をＯ
Ｎ／ＯＦＦするサブ電源スイッチ３２を設け、このサブ
電源スイッチ３２をＯＦＦにして、超音波内視鏡２を着
脱可能にした。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  細長の挿入部を体腔内に挿入することに
より前記体腔内の観察が可能な観察部と接続してこの観
察部との信号を送受信するための、着脱可能な接続手段
と、
前記接続手段を介して前記観察部と信号の授受を行う送
受信部と、
前記接続手段を介して前記観察部に電力の供給が可能な
電源部と、
前記電源部より前記観察部に供給する電力の供給と遮断
を制御する電源制御手段と、
を備えたことを特徴とする診断装置。
【請求項２】  被検体に対して超音波を送受信する超音
波送受信部と信号の授受を行うための、着脱可能な接続
手段と、
前記接続手段を介して前記超音波送受信部と信号の授受
を行う送受信部と、
前記接続手段を介して前記超音波送受信部に電力の供給
が可能な電源部と、
前記電源部より前記超音波送受信部に供給する電力の供
給と遮断を制御する電源制御手段と、
を備えたことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項３】  被検体に対して超音波を送受信する超音
波送受信部と信号の授受を行うための、着脱可能な接続
手段と、
前記接続手段を介して前記超音波送受信部と信号の授受
を行う送受信部と、
前記接続手段を介して前記超音波送受信部に電力の供給
が可能な電源部と、
前記接続手段の着脱を検知する着脱検出手段と、
この着脱検出手段の検出結果に基づいて、前記電源部よ
り前記超音波送受信部に供給する電力の供給と遮断を制
御する電源制御手段と、
を備えたことを特徴とする超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は超音波等で診断を行
う診断装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】現在、超音波を送受波する超音波振動子
（トランスデューサ）を体腔内へ挿入し、超音波振動子
のラジアルスキャンが行えるような手段を備えた超音波
内視鏡、及びこの超音波内視鏡から得られたエコー信号
を画像化する超音波画像観測装置で構成される超音波診
断装置が知られている。
【０００３】図１３は従来の超音波診断装置１′の全体
構成を示す。この超音波診断装置１′は、超音波の送受
信により超音波画像を取得するための超音波内視鏡２
と、この超音波内視鏡２で得られた超音波データを２次
元又は３次元画像で表示する画像処理を行う超音波画像
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観測装置３′とを備えている。
【０００４】超音波内視鏡２は体腔内等に挿入される細
長の挿入部４と、この挿入部４の後端に設けられた操作
部５と、この操作部５から延出されたケーブル６とを有
し、このケーブル６の端部の接続コネクタ７は超音波画
像観測装置３′の接続コネクタ受け８に着脱自在で接続
される。挿入部４の先端部には超音波振動子９が内蔵さ
れ、この超音波振動子９は操作部５内の振動子駆動回路
１１により例えばラジアル走査等を行うように駆動され
る。なお、超音波内視鏡２の場合には、挿入部４の先端
部側に図示しない光学的な観察手段（より具体的には光
学的な照明光学系と照明された部位を観察する観察光学
系とを備えている）。
【０００５】超音波画像観測装置３′は超音波内視鏡２
に対して超音波を送受信させる送受信部１３と、この送
受信部１３で取り込まれた超音波信号をデジタルの超音
波データに変換するＡ／Ｄコンバータ１４と、このＡ／
Ｄコンバータ１４で変換された超音波データを一時的に
記憶するフレームメモリ１５と、このフレームメモリ１
５から読み出された超音波データをアナログの超音波信
号に変換するＤ／Ａコンバータ１６と、このＤ／Ａコン
バータ１６から出力される超音波画像信号が入力される
ことにより、超音波画像の表示を行う画像表示用モニタ
１７と、超音波画像を印刷するプリンタ１８と、各部の
制御やフレームメモリ１５に記憶されている画像データ
に対する画像処理を行うＣＰＵ１９と、ＣＰＵ１９に接
続され、制御プログラムが格納されているＲＯＭ２０
と、一時的にデータの格納やＣＰＵ１９の作業エリア等
に使用されるＲＡＭ２１と、さらに本装置３をユーザが
操作するための操作卓２２と、マウス等のポインティン
グデバイス２３及び超音波の送受のＯＮ／ＯＦＦなどを
行うフットスイッチ２４とから構成される。
【０００６】また、Ａ／Ｄコンバータ１４、フレームメ
モリ１５、Ｄ／Ａコンバータ１６は制御信号線２５を介
して送受信部１３により制御され、さらにこの送受信部
１３は制御線２６を介してＣＰＵ１９により制御され
る。また、超音波画像観測装置３′には、送受信部１３
等の各ブロックに電源を供給するように電源回路２８が
設けてあり、この電源回路２８は超音波内視鏡２側にも
電源を供給する。なお、電源回路２８には電源スイッチ
２９が接続され、電源のＯＮ／ＯＦＦを行えるようにし
ている。
【０００７】図１４は超音波内視鏡２と超音波画像観測
装置３′との接続部、つまり接続コネクタ７及び接続コ
ネクタ受け８周辺の詳細を示し、図１４の右側が超音波
画像観測装置３′側で、左側が超音波内視鏡２側であ
る。
【０００８】接続コネクタ７及び接続コネクタ受け８は
それぞれａ～ｄの結合ピンとａ′～ｄ′の結合ピン受け
を有し、超音波内視鏡２が超音波画像観測装置３′に接
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続（装着）された時、接続コネクタ７及び接続コネクタ
受け８の結合ピンａ～ｄと結合ピン受けａ′～ｄ′とが
結合した状態になる。
【０００９】この結合状態では超音波画像観測装置３′
側の電源回路２８に接続された電源Ｖｏｕｔを供給する
電源供給線３１、送受信部１３に接続された振動子駆動
信号線３２及び受信信号線３３、ＧＮＤ線３４は、それ
ぞれ超音波内視鏡２側の電源供給線３１′、振動子駆動
信号線３２′及び受信信号線３３′、ＧＮＤ線３４′に
それぞれ電気的に接続される状態になる。
【００１０】そして、電源回路２８に設けた電源スイッ
チ２９がＯＮ状態にあると電源回路２８が動作状態にな
り、電源供給線３１を介して超音波画像観測装置３′内
の送受信部１３及びその他のブロック３５（図１３の符
号１４から２４）、超音波内視鏡２内の振動子駆動回路
１１に電源が供給される。こうして、超音波内視鏡２及
び超音波画像観測装置３′は動作が可能な状態になる。
【００１１】
【発明が解決しようとする課題】ところが、こうした従
来の超音波診断装置１′では、電源スイッチ２９をＯＮ
にして各ブロックに電源が供給された状態で超音波内視
鏡２の着脱を行うと、振動子駆動信号線３２或いは３
２′受信信号線３３或いは３３′等に瞬間的に大電流が
流れてしまい、これが送受信部１３や振動子駆動回路１
１等の故障の原因になることがある。
【００１２】従って、超音波画像観測装置３′の電源を
ＯＦＦにした状態でないと超音波内視鏡２の着脱が行え
ず、超音波画像観測装置３′は電源のＯＮ／ＯＦＦに時
間がかかるため（具体的にはフレームメモリ１５の初期
化処理などに時間がかかるため）、この間ユーザは待た
されたことになる。これが装置の操作性を低下させる原
因になっていた。
【００１３】本発明は、上述した点に鑑みてなされたも
ので、電源のＯＮ／ＯＦＦに関係なく超音波内視鏡等の
観察部の着脱が行える超音波診断装置等の診断装置を提
供することを目的とする。
【００１４】
【課題を解決するための手段】細長の挿入部を体腔内に
挿入することにより前記体腔内の観察が可能な観察部と
接続してこの観察部との信号を送受信するための、着脱
可能な接続手段と、前記接続手段を介して前記観察部と
信号の授受を行う送受信部と、前記接続手段を介して前
記観察部に電力の供給が可能な電源部と、前記電源部よ
り前記観察部に供給する電力の供給と遮断を制御する電
源制御手段と、を備えたことにより、観察部が接続され
る場合及び観察部が外される場合に電源制御手段により
観察部に供給される電力を遮断の制御をすることによっ
て電源のＯＮ／ＯＦＦに関係なく超音波内視鏡等の観察
部の着脱が支障なく行えるようにしている。
【００１５】
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【発明の実施の形態】以下、図面を参照して本発明の実
施の形態を説明する。
（第１の実施の形態）図１及び図２は本発明の第１の実
施の形態に係り、図１は本発明の第１の実施の形態の超
音波診断装置の全体構成を示し、図２は超音波内視鏡と
超音波診断装置との接続部周辺の構成を示す。
【００１６】図１に示す本発明の第１の実施の形態の超
音波診断装置１は図１３に示す超音波診断装置１′にお
いてその超音波画像観測装置３′にサブ電源スイッチ３
７を設けた超音波画像観測装置３にした構成にしてい
る。
【００１７】この構成を図２で説明する。図２は超音波
内視鏡２と超音波画像観測装置３との接続部、つまり接
続コネクタ７及び接続コネクタ受け８周辺の詳細を示
し、図２の右側が超音波画像観測装置３側で、左側が超
音波内視鏡２側である。
【００１８】図２に示すように電源回路２８の電源供給
線３１はサブ電源スイッチ３７の接点ａに接続されると
共に、その他のブロック３５の電源端子に接続される。
また、サブ電源スイッチ３７の接点ｂはＧＮＤに接続さ
れ、共通接点ｃは結合ピン受けａ′に接続されると共
に、送受信部１３の電源端子に接続される。
【００１９】従って、超音波内視鏡２側の電源供給線３
１′の電圧Ｖｏｕｔ１はサブ電源スイッチ３７の接点ａ
がＯＮの場合には電源回路２８の電圧Ｖｏｕｔと一致す
るが、接点ｂがＯＮにされると電圧Ｖｏｕｔ１はＧＮＤ
の電位となり、（送受信部１３と共に）遮断された状態
となる。
【００２０】そして、このサブ電源スイッチ３７を操作
して超音波内視鏡２側に電源が供給されない状態（接点
ｂがＯＮ）に設定することにより、電源スイッチ２９が
ＯＮの状態でも超音波内視鏡２の着脱を行えるようにし
ていることが特徴となっている。
【００２１】また、図１にも示すようにＣＰＵ１９は信
号線３８を介して共通接点ｃの電圧を監視して、誤操作
された場合に警告を行うようにしている。その他は図１
３及び図１４と同様の構成であり、同じ構成要素には同
じ符号を付け、その説明を省略する。
【００２２】次に本実施の形態の作用を説明する。電源
スイッチ２９がＯＮのまま超音波内視鏡２を交換する場
合には、ユーザはサブ電源スイッチ３７を操作して共通
接点ｃが接点ａと導通するＯＮ状態から接点ｂと導通す
るＯＦＦ状態となるようにする。すると、送受信部１３
及び振動子駆動回路１１への電源Ｖｏｕｔの供給が遮断
され、超音波内視鏡２に対しては電源スイッチ２９がＯ
ＦＦにされたのと同じ状態になり、超音波内視鏡２の着
脱が支障なく行える。
【００２３】そして、ユーザは別の超音波内視鏡を装着
してサブ電源スイッチ３７を操作して共通接点ｃが接点
ａとＯＮするようにする。すると、送受信部１３及び振
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動子駆動回路１１へ電源Ｖｏｕｔが供給され、超音波内
視鏡が動作可能な状態になる。
【００２４】サブ電源スイッチ３７の共通接点ｃを信号
線３８を介してＣＰＵ１９が監視するようにして、超音
波内視鏡２が装着後にサブ電源スイッチ３７が（接点ａ
がＯＮするように）操作されずにフリーズ解除がされた
場合は、モニタ１７に「サブ電源スイッチ３７をＯＮに
してください」といった警告表示を行う。
【００２５】このように本実施の形態では電源スイッチ
２９がＯＮの時でも、超音波内視鏡２側に電源が供給さ
れない状態及び電源が供給される状態に設定できるサブ
電源スイッチ３７を設けているので、このサブ電源スイ
ッチ３７を操作することにより、電源スイッチ２９をＯ
ＦＦにする操作を行わないでも超音波内視鏡２を着脱す
ることができる。
【００２６】また、従来例では電源スイッチ２９をＯＮ
にした場合、ＣＰＵ１９がフレームメモリ１５等の初期
化処理を行うため、超音波内視鏡２が使用可能な状態に
なるまでユーザは待たされることになるが、本実施の形
態によればサブ電源スイッチ３７を操作して超音波内視
鏡２の着脱を行うことにより、その待ち時間を省いて直
ちに使用でき、操作性を向上できる。
【００２７】なお、本実施の形態では、電源スイッチ２
９と、サブ電源スイッチ３７を別々の構成にして説明し
たが、両者を２段押しスイッチで構成することもでき、
この場合にはスイッチの実装面積を狭くでき、装置３を
小型化できる効果がある。
【００２８】（第２の実施の形態）次に本発明の第２の
実施の形態を図３を参照して説明する。図３は第２の実
施の形態における接続部周辺の構成を示す。本実施の形
態では第１の実施の形態の接続コネクタ７、接続コネク
タ受け８の代わりに接続コネクタ４０、接続コネクタ受
け４１を設け、接続コネクタ４０、接続コネクタ受け４
１は接続コネクタ７、接続コネクタ受け８の結合ピンａ
～ｄ及び結合ピン受けａ′～ｄ′の他にさらに結合ピン
ｅ及び結合ピン受けｅ′を有するものである。
【００２９】また、本実施の形態では、電源回路２８の
電源供給線３１はＣＰＵ１９及び送受信部１３等の各電
源端子に接続されると共に、抵抗Ｒ１を介してＣＰＵ１
９に接続されている。
【００３０】また、接続コネクタ４０の結合ピンｅはＧ
ＮＤに接続され、この結合ピンｅに接続される接続コネ
クタ受け４１の結合ピン受けｅ′は超音波内視鏡２の
（接続コネクタ４０の接続コネクタ受け４１への）接続
を検出する検出信号線４２の一端と接続され、その他端
は前記抵抗Ｒ１を介して電源供給線３１に接続されてい
る。
【００３１】また、この検出信号線４２はサブ電源スイ
ッチ３７の接点切替制御端子に接続されており、この検
出信号線４２の検出信号の信号レベルによりサブ電源ス
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イッチ３７の接点切替を行うようにしている。
【００３２】つまり、超音波内視鏡２が超音波画像観測
装置３に接続されていない（つまり、接続コネクタ４０
が接続コネクタ受け４１に接続されていない）場合には
検出信号は抵抗Ｒ１でプルアップされてＨレベルであ
り、この場合には接点ｂがＯＮすようにサブ電源スイッ
チ３７の接点切替を制御し、超音波内視鏡２が超音波画
像観測装置３に接続されて検出信号がＬレベルになる
と、接点ａがＯＮすようにサブ電源スイッチ３７の接点
切替を制御する。
【００３３】なお、本実施の形態ではこのように検出信
号でサブ電源スイッチ３７の接点切替を自動的に行うよ
うにしており、このため本実施の形態におけるサブ電源
スイッチ３７はその制御端子への信号レベルで接点切替
を行うことができるアナログスイッチで構成されてい
る。
【００３４】また、本実施の形態では、送受信回路１３
に接続された振動子駆動信号線３２にはバッファ４３を
設けて結合ピン受けｂ′に接続すると共に、バッファ４
３の出力端をプルダウン抵抗Ｒ２を介してＧＮＤに接続
している。
【００３５】また、振動子駆動回路１１に接続された受
信信号線にもバッファ４４を設けて結合ピンｃに接続す
ると共に、バッファ４４の出力端をプルダウン抵抗Ｒ３
を介してＧＮＤに接続している。
【００３６】さらに、結合ピンｄは他のどの結合ピンよ
りも長くして、超音波内視鏡２のＧＮＤは着脱時におい
て他のどの信号よりも先に（又は最後まで）電位が確定
するようにしている。その他の構成は第１の実施の形態
と同様の構成である。
【００３７】次に本実施の形態の作用を説明する。本実
施の形態では、電源スイッチ２９をＯＮにして、電源回
路２８から各ブロックに電源Ｖｏｕｔを供給した状態で
も超音波内視鏡２を超音波画像観測装置３から着脱でき
るようにしている。
【００３８】例えば超音波内視鏡２が超音波画像観測装
置３に装着された時、接続コネクタ４０の結合ピンａ～
ｅと接続コネクタ受け４１ａ′～ｅ′は結合された状態
になる。この時、抵抗Ｒ１でプルアップされててＨレベ
ルとなっていた検出信号は接続コネクタ受け４１の結合
ピン受けｅ′、接続コネクタ４０の結合ピンｅを介して
ＧＮＤに接続され、Ｌレベルになる。
【００３９】検出信号で制御されるサブ電源スイッチ３
７は検出信号がＨレベルの時は接点ｂ側に接続されてい
るが、検出信号がＬレベルになると接点ａ側に切り替わ
る。すると、電源Ｖｏｕｔはサブ電源スイッチ３７の接
点ａ、結合ピン受けａ′、結合ピンａを経て超音波内視
鏡２側の電源供給線３１′側に供給される。この様子を
図４のタイミング図に示す。
【００４０】すなわち、超音波内視鏡２が超音波画像観
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測装置３に接続されていない状態から時刻ｔ１で接続さ
れると、その瞬間に検出信号がＬレベルになり、かつ電
源Ｖｏｕｔ１はＶｏｕｔになる。また、超音波内視鏡２
が超音波画像観測装置３から外された瞬間（時刻ｔ２）
検出信号はＨレベルになり、かつ電源Ｖｏｕｔ１はＧＮ
Ｄになる。
【００４１】これにより、超音波内視鏡２の着脱時に超
音波画像観測装置３からの電源Ｖｏｕｔの供給及び遮断
が自動的にかつ支障なく行われる。
【００４２】さらに超音波内視鏡２を着脱した場合に
は、インピーダンスの低い振動子駆動線３２，受信信号
線４５は大きな電流が流れる可能性があるが、本実施の
形態ではバッファ４３，４４を設け、かつそれらの出力
はプルダウン抵抗Ｒ３，Ｒ４を介してＧＮＤに接続して
超音波内視鏡２の着脱に対して保護するようにしてい
る。
【００４３】また、接続コネクタ４０の結合ピンｄを他
の結合ピンより長くしている。従って、超音波内視鏡２
の着脱時に流れる電流は図３の符号４５で示す矢印のよ
うに流れ、こうした構成により振動子駆動回路１１が着
脱時に破壊される可能性がああるのを有効に防止でき
る。
【００４４】さらに本実施の形態では、検出信号はＣＰ
Ｕ１９に入力されるようにしてあり、ＣＰＵ１９が検出
信号のＨレベル、Ｌレベルを読み取ることで、図５，図
６に示すような保護機能を行うようにしている。
【００４５】一般的に、超音波診断装置では、超音波内
視鏡を接続しないで無負荷状態でライブ動作を行ってし
まうと、送受信部の素子が劣化してしまう可能性があ
る。そこで、本実施の形態ではこれを防止するために、
図５、図６に示すような処理をＣＰＵ１９が行うように
している。
【００４６】図５はＣＰＵ１９によるフリーズ解除動作
（ライブ開始動作）を示す。まず、最初のステップＳ１
において、ＣＰＵ１９はユーザが操作卓２２を操作して
フリーズ解除を行うのを待つ。
【００４７】そして、フリーズ解除を行ったことを検出
すると、ステップＳ２で接続有りかの判定を行う。すな
わち、ＣＰＵ１９は検出信号のレベルを読み取り、検出
信号がＨレベルならば、ステップＳ３の警告表示、具体
的には「スコープが接続されていません」等の警告表示
を行った後にステップＳ１に戻り、再びフリーズ解除が
行われるのを待つ。
【００４８】一方、検出信号がＬレベルならば、ステッ
プＳ４のフリーズ解除の処理を行う。具体的には、ＣＰ
Ｕ１９は制御線２６を介して送受信部１３を制御するこ
とで、フリーズ解除を行ってこの処理を終了する。こう
した動作により、超音波内視鏡２が接続されていない状
態で、誤ってフリーズ解除を行ってしまう誤動作を防止
する。
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【００４９】図６はライブ中でのＣＰＵ１９の動作を示
す。まず、最初のステップＳ５でライブ処理を行う。こ
れは、図１のフレームメモリ１５に１フレーム分の超音
波データが入力される毎に、その入力データに座標変換
処理を施して再度フレームメモリ１５に書き戻すといっ
た処理を行う。
【００５０】このライブ処理の合間に、ＣＰＵ１９はス
テップＳ６へ進み、超音波内視鏡２の接続有りかを判定
する。すなわち、ＣＰＵ１９は検出信号のレベルを読み
取り、検出信号がＬレベルならばステップＳ５に戻り、
ライブライブ処理を続行する。
【００５１】これに対し、検出信号がＨレベルならばス
テップＳ７に進み、「スコープが外されました」等の警
告表示を行った後にステップＳ８に進み、フリーズ処理
を行う。このステップＳ８では、ＣＰＵ１９は制御線２
６を介して送受信部１３を制御することでフリーズ処理
を行ってこの処理を終了する。
【００５２】こうした動作を行うことにより、ライブ中
に超音波内視鏡２が誤って外されてもライブ処理が継続
的に行われてしまう誤動作を防止する。従来例では、こ
うした回路保護機能をハードウェアで構成していたが、
本実施の形態では検出信号を利用してＣＰＵ１９に保護
機能を持たせることが可能となり、コストの削減ができ
る効果がある。
【００５３】（第３の実施の形態）次に本発明の第３の
実施の形態を図７を参照して説明する。図７は第３の実
施の形態における超音波画像観測装置３の本体５０の外
観を示す。本実施の形態における超音波画像観測装置３
の本体５０の正面には電源スイッチ２９及び超音波内視
鏡２の接続コネクタ４０等を接続する第１接続コネクタ
受け４１Ａ，第２接続コネクタ受け４１Ｂ（以下、接続
を省略して単にコネクタ受けと記す）、各コネクタ受け
の動作可能及び不可の状態を示すＬＥＤ５１Ａ、５１Ｂ
が配置されている。つまり、本実施の形態では、複数の
超音波内視鏡を接続可能にした超音波画像観測装置を提
供する。
【００５４】また、本体５０には操作卓５２が接続され
ている。
【００５５】実際の超音波検査においては、複数種類の
超音波内視鏡が使用されることがあるが、超音波検査中
では超音波内視鏡の着脱を行わなければならない事自体
が操作性を低下させる原因となっていた。そこで、本実
施の形態では、検査前に予め必要な超音波内視鏡等をす
べて接続可能にし、検査中は操作卓５２のコネクタ切替
スイッチ５３（図８参照）により使用する超音波内視鏡
を選択可能にする事で操作性を向上させるようにしてい
る。
【００５６】図８は本実施の形態における接続部周辺の
詳細な構成を示す。超音波画像観測装置３（の本体５
０）の第１コネクタ受け４１Ａ，第２コネクタ受け４１
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9
Ｂには２つの超音波内視鏡２Ａ、２Ｂの各コネクタ４０
Ａ及び４０Ｂを着脱自在に接続することができる。
【００５７】各コネクタ４０Ａ及び４０Ｂは第２の実施
の形態と同様に結合ピンａ～ｅを有し、第２の実施の形
態で説明したのと同様の接続になっており、第２の実施
の形態と同じ符号を付け、その説明を省略する。
【００５８】また、超音波画像観測装置３側では、電源
回路２８の電源供給線３１は第１及び第２のサブ電源ス
イッチ３７Ａ、３７Ｂの接点ａに接続され、各接点ｂは
ＧＮＤに接続され、共通接点ｃはそれぞれ結合ピン受け
ａ′に接続されている。
【００５９】第１及び第２コネクタ４０Ａ、４０Ｂがそ
れぞれ接続される第１及び第２コネクタ受け４１Ａ、４
１Ｂの各結合ピン受けｅ′に接続されることにより、そ
れぞれ第１及び第２コネクタ４０Ａ、４０Ｂの接続を検
出する第１及び第２検出信号４２Ａ、４２ＢはＣＰＵ１
９及びイネーブル信号生成回路５４の２入力の第１ゲー
ト５５及び第２ゲート５６の一方の入力端にそれぞれ入
力される。なお、第１及び第２検出信号４２Ａ、４２Ｂ
を出力する各信号線はそれぞれ抵抗Ｒ１Ａ、Ｒ１Ｂで電
源Ｖｏｕｔの供給線３１に接続されてプルアップされて
いる。
【００６０】第１ゲート５５及び第２ゲート５６から出
力される第１イネーブル信号５７Ａ及び第２イネーブル
信号５７Ｂはそれぞれ第１及び第２のサブ電源スイッチ
３７Ａ、３７Ｂの接点切替制御端子に印加され、接点の
切替を制御する。また、第１イネーブル信号５７Ａ及び
第２イネーブル信号５７ＢはそれぞれＬＥＤ５１Ａ、５
１Ｂの点灯／消灯に利用される。
【００６１】また、送受信部１３に接続された振動子駆
動線３２は切替スイッチ５８の共通接点に接続され各接
点ａ、ｂから第１及び第２の振動子駆動線３２Ａ、３２
Ｂとなりそれぞれバッファ４３Ａ及び４３Ｂを介して結
合ピン受けｂ′に接続される。また、各バッファ４３Ａ
及び４３Ｂの出力端は抵抗Ｒ２Ａ及びＲ２Ｂを介してＧ
ＮＤに接続されている。
【００６２】また、送受信部１３に接続された受信信号
線３３は切替スイッチ５９の共通接点に接続され各接点
ａ、ｂから第１及び第２の受信信号線３３Ａ、３３Ｂと
なりそれぞれ第１及び第２コネクタ受け４１Ａ、４１Ｂ
の結合ピン受けｃ′に接続される。そして、各結合ピン
受けｃ′はそれぞれ超音波内視鏡２Ａ、２Ｂ側の結合ピ
ンｃと接続されることにより、各振動子駆動回路１１か
らバッファ４４を介して受信信号が入力される。各バッ
ファ４４の出力端は抵抗Ｒ３を介してそれぞれＧＮＤに
接続されている。
【００６３】また、切替スイッチ５８、５９の接点切替
制御端は互いに接続されてＣＰＵ１９と接続され、この
ＣＰＵ１９からコネクタ選択信号６０が印加されるよう
になっている。このコネクタ選択信号６０は第１ゲート
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５５及び第２ゲート５６の他方の入力端に入力され、そ
れぞれ第１検出信号及び第２検出信号との論理積によ
り、第１ゲート５５及び第２ゲート５６からそれぞれ第
１イネーブル信号５７Ａ及び第２イネーブル信号５７Ｂ
を出力するようにしている。
【００６４】また、このＣＰＵ１９は操作卓５２のコネ
クタ切替スイッチ５３と接続され、このコネクタ切替ス
イッチ５３を操作することにより、ＨレベルとＬレベル
のコネクタ切替信号をＣＰＵ１９に送り、ＣＰＵ１９は
その信号を受けてＨレベル又はＬレベルのコネクタ選択
信号６０を切替スイッチ５８、５９の接点切替制御端に
印加（し、また第１ゲート５５及び第２ゲート５６にも
入力）する。そして、両切替スイッチ５８，５９を連動
して切替え、送受信部１３を超音波内視鏡２Ａ或いは２
Ｂの一方と接続し、他方とは非接続（遮断）にする選択
をする。
【００６５】コネクタ選択信号６０は例えばＨレベルで
あると、第１コネクタ受け４１Ａ（及びこれに接続され
る第１コネクタ４０Ａ）側を選択中となり、Ｌレベルで
あると、第２コネクタ受け４１Ｂ（及びこれに接続され
る第２コネクタ４０Ｂ）側を選択中となる意味付けがさ
れる。
【００６６】なお、本実施の形態におけるＣＰＵ１９は
タイマ６１を内蔵しており、このタイマ６１により後述
する図１２の処理を周期的に行うようにしている。その
他は第２の実施の形態と同様の構成である。次に本実施
の形態の動作を説明する。
【００６７】図９はＣＰＵ１９のコネクタ選択信号切替
の動作フローを示し、ユーザが操作卓５２のコネクタ切
替スイッチ５３を操作する度に、ＣＰＵ１９は図９の処
理をする。ここで、先に図９の説明をして、コネクタ選
択信号６０の切り替わり動作を説明する。
【００６８】ユーザが操作卓５２のコネクタ切替スイッ
チ５３を操作すると、ＣＰＵ１９はまずステップＳ１１
を実行する。即ち、第１コネクタ（受け）選択中かつ第
２コネクタ接続有りかの判定を行う。この第１コネクタ
（受け）選択中かの判定はＣＰＵ１９自身がＨレベルの
コネクタ選択信号６０を出力しているか否かで容易に判
定できる。
【００６９】また、第２コネクタ接続有りかの判定は第
２検出信号４２ＢがＣＰＵ１９に入力されるように接続
されているので、その信号がＬレベルかにより容易に判
定できる。つまり、このステップＳ１１ではＣＰＵ１９
はコネクタ選択信号６０（＝Ｈ）を出力中かつ第２検出
信号４２Ｂ（＝Ｌ）であるか否かを判定する。
【００７０】これに該当しない場合にはステップＳ１２
に進み、これに該当する場合にはッステップＳ１３に進
む。ステップ１３の場合にはＣＰＵ１９はＬレベルのコ
ネクタ選択信号６０を出力して、第２コネクタＢを選択
してこの処理を終了する。一方、ステップＳ１２に進ん
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だ場合には、ＣＰＵ１９は第２コネクタ選択中かつ第１
コネクタ接続有りかを判定する。
【００７１】ステップＳ１２に進むと、ＣＰＵ１９は第
２コネクタ（受け）選択中かつ第１コネクタ接続有りか
を判定する。この第２コネクタ（受け）選択中かの判定
はＣＰＵ１９自身がＬレベルのコネクタ選択信号６０を
出力しているか否かで容易に判定できる。
【００７２】また、第１コネクタ接続有りかの判定は第
１検出信号４２ＡがＣＰＵ１９に入力されるように接続
されているので、その信号がＨレベルかにより容易に判
定できる。つまり、このステップＳ１２ではＣＰＵ１９
はコネクタ選択信号６０（＝Ｌ）を出力中かつ第１検出
信号４２Ａ（＝Ｌ）であるか否かを判定する。
【００７３】このステップＳ１２の判定に該当する場合
にはステップＳ１４に進み、これに該当しない場合には
この処理を終了する。ステップＳ１４に進むと、ＣＰＵ
１９はＨレベルのコネクタ選択信号を出力して第１コネ
クタ４０Ａを選択し、この処理を終了する。
【００７４】このように処理する結果として、第１及び
第２コネクタ受け４１Ａ、４１Ｂの両方に超音波内視鏡
２Ａ及び２Ｂの第１及び第２コネクタ４０Ａ、４０Ｂが
接続されている場合、ユーザは操作卓５２のコネクタ切
替スイッチ５３を押す事により、接続されている超音波
内視鏡２Ａ、２Ｂをトグル動作的に選択使用できる（ま
た、この時コネクタ選択信号はＬ→Ｈ→Ｌへとトグル動
作的に切り替わることになる）。
【００７５】図９で説明したコネクタ選択信号６０は切
替スイッチ５８，５９の制御端子に印加されているの
で、このコネクタ選択信号６０がＨレベルの（第１コネ
クタ選択中の）場合、切替スイッチ５８は接点ａ側が選
択され、送受信部１３から出力された振動子駆動信号は
バッファ４３Ａを経てさらにコネクタ受け４１Ａの結合
ピン受けｂ′及びコネクタ４０Ａの結合ピンｂを経て超
音波内視鏡２Ａの振動子駆動回路１１に出力される。
【００７６】さらに切替スイッチ５９の接点ａも選択さ
れるので、第１コネクタ受け４１Ａに接続された超音波
内視鏡２Ａの振動子駆動回路１１から出力される受信信
号が第１コネクタ４０Ａの結合ピンｃ、第１コネクタ受
け４１Ａの結合ピン受けｃ′を経て送受信部１３に入力
される。
【００７７】また、上述のようにイネーブル信号生成回
路５４では第１及び第２検出信号４２Ａ、４２Ｂ及びコ
ネクタ選択信号６０から第１イネーブル信号５７Ａ（第
１コネクタ用）及び第２イネーブル信号５７Ｂ（第２コ
ネクタ用）を生成する。
【００７８】第１イネーブル信号５７ＡがＨレベルの場
合は第１コネクタ受け４１Ａ（及びこれに接続される第
１コネクタ４０Ａ）が有効である事を意味し、この時Ｌ
ＥＤ５１Ａに電流が流れ、点灯する。
【００７９】また、第２イネーブル信号５７ＢがＨレベ
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ルの場合は第２コネクタ受け４１Ｂ（及びこれに接続さ
れる第２コネクタ４０Ｂ）が有効である事を意味し、こ
の時ＬＥＤ５１Ｂに電流が流れ、点灯する。なお、ＬＥ
Ｄ５１Ａ、５１Ｂを操作卓５２に配置しても良い。
【００８０】図１０はイネーブル信号生成回路５４の真
理値表を示し、これを参照してイネーブル信号生成回路
５４の動作を説明する。
【００８１】図１０の真理値表において、（１）の場
合、すなわち第１コネクタ受け４１Ａ，第２コネクタ受
け４１Ｂのどちらにも超音波内視鏡２Ａ、２Ｂが接続さ
れていない場合、コネクタ選択信号６０の状態によら
ず、第１イネーブル信号５７Ａ＝第２イネーブル信号５
７Ｂ＝Ｌ（無効状態）となる。
【００８２】（２）の場合、すなわち第１コネクタ受け
４１Ａ，第２コネクタ受け４１Ｂの両方に超音波内視鏡
２Ａ、２Ｂがそれぞれ接続されている場合、第１イネー
ブル信号５７Ａ及び第２イネーブル信号５７Ｂは、コネ
クタ選択信号６０によって排他的な値をとる。すなわ
ち、コネクタ選択信号６０＝「Ｈ」（第１コネクタ受け
４１Ａ選択中）の時は、第１イネーブル信号５７Ａのみ
「Ｈ」、コネクタ選択信号６０＝「Ｌ」（第２コネクタ
受け４１Ｂ選択中）の時は、第２イネーブル信号５７Ｂ
のみ「Ｈ」となる。
【００８３】（３）の場合、すなわち第１コネクタ受け
４１Ａにのみ超音波内視鏡２Ａが接続されている場合、
コネクタ選択信号６０に関係なく、第２コネクタ受け４
１Ｂ側の第２イネーブル信号５７Ｂ＝「Ｌ」（無効）に
なる。第１コネクタ受け４１Ａ側の第１イネーブル信号
５７Ａは、コネクタ選択信号６０＝「Ｈ」（第１コネク
タ受け４１Ａ選択中）の時は、第１イネーブル信号５７
Ａ＝「Ｈ」（有効）、コネクタ選択信号６０＝「Ｌ」
（第２コネクタ受け４１Ｂ選択中）の時は、第１イネー
ブル信号５７Ａ＝「Ｌ」（無効）となる。
【００８４】（４）の場合、すなわち第２コネクタ受け
４１Ｂにのみ超音波内視鏡２Ｂが接続されている場合、
コネクタ選択信号６０に関係なく、第１コネクタ受け４
１Ａ側の第１イネーブル信号５７Ａ＝「Ｌ」（無効）に
なる。第２コネクタ受け４１Ｂ側の第２イネーブル信号
５７Ｂは、コネクタ選択信号６０＝「Ｈ」（第１コネク
タ受け４１Ａ選択中）の時は、第２イネーブル信号５７
Ｂ＝「Ｌ」（無効）、コネクタ選択信号６０＝「Ｌ」
（第２コネクタ受け４１Ｂ選択中）の時は、第２イネー
ブル信号５７Ｂ＝「Ｈ」（有効）となる。
【００８５】結果として、図１０の真理値表により、イ
ネーブル信号生成回路５４は第１コネクタ受け４１Ａで
接続が検出され（第１検出信号４２Ａ＝Ｌ）、かつ第１
コネクタ受け４１Ａが選択されている（コネクタ選択信
号６０＝Ｈ）の時のみ第１イネーブル信号５７Ａ＝Ｈ、
また、第２コネクタ受け４１Ｂで接続が検出され（第２
検出信号４２Ｂ＝Ｌ）、かつ第２コネクタ受け４１Ｂが
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選択されている（コネクタ選択信号６０＝Ｌ）の時のみ
第２イネーブル信号５７Ｂ＝Ｈ、といった動作になって
いる。
【００８６】図１１は装置電源の投入時のコネクタ自動
切替の動作を示す。装置３の本体５０の電源が投入され
ると、ＣＰＵ１９は最初のステップＳ２１において、第
１コネクタ側のみ接続されているかの判定を行う。これ
は（第１検出信号４２Ａ，第２検出信号４２Ｂ）＝
（Ｌ，Ｈ）となっているか否かで容易に判定できる。
【００８７】この判定に対して、ＮＯの場合にはステッ
プＳ２２に進み、ＹＥＳの場合にはステップＳ２３に進
む。ステップＳ２３においては、ＣＰＵ１９はコネクタ
選択信号６０をＨレベルに設定して、第１コネクタ側を
選択する。この結果、第１コネクタ側の信号線が切替ス
イッチ５８，５９を介して送受信部１３に接続され、か
つ第１イネーブル信号５７ＡがＨレベルとなり、電源Ｖ
ｏｕｔが第１のサブ電源スイッチ３７Ａを介して第１コ
ネクタ受け４０Ａに接続される第１コネクタ４１Ａを有
する第１の超音波内視鏡２Ａに供給され、動作可能な状
態になる。そして、この処理を終了する。
【００８８】ステップＳ２２に進んだ場合には、ＣＰＵ
１９は、第２コネクタ側のみ接続されているかの判定を
行う。これは（第１検出信号４２Ａ，第２検出信号４２
Ｂ）＝（Ｈ，Ｌ）となっているか否かで容易に判定でき
る。
【００８９】この判定に対して、ＮＯの場合にはステッ
プＳ２４に進み、ＹＥＳの場合にはステップＳ２５に進
む。ステップＳ２５においては、ＣＰＵ１９はコネクタ
選択信号６０をＬレベルに設定して、第２コネクタ側を
選択する。この結果、第２コネクタ側の信号線が切替ス
イッチ５８，５９を介して送受信部１３に接続され、か
つ第２イネーブル信号５７ＢがＨレベルとなり、電源Ｖ
ｏｕｔが第２のサブ電源スイッチ３７Ｂを介して第２コ
ネクタ受け４０Ｂに接続される第２コネクタ４１Ｂを有
する第２の超音波内視鏡２Ｂに供給され、動作可能な状
態になる。そして、この処理を終了する。
【００９０】ステップＳ２４に進んだ場合には、ＣＰＵ
１９は、コネクタ選択信号６０をデフォルト値に設定し
て、この処理を終了する。デフォルト値は図１のＲＯＭ
２０に格納された工場出荷状態、又はＥＥＰＲＯＭを搭
載して前回電源ＯＦＦ時の値をＥＥＰＲＯＭに記憶して
おき、これをデフォルト値としても良い。
【００９１】図１１の機能をＣＰＵ１９が有することに
より、複数ある超音波内視鏡接続コネクタ受け４１Ａ、
４１Ｂのどれか１つに超音波内視鏡を接続して装置本体
５０の電源を投入した場合、ユーザは操作卓５２のコネ
クタ切替スイッチ５３を操作しなくても、すぐに検査を
行えるようになる。
【００９２】図１２は通常動作時のコネクタ自動切替の
動作を示す。図１２の動作はＣＰＵ１９に内蔵するタイ
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マによって周期的に起動し、処理を行う。
【００９３】まず、最初のステップＳ３１においてＣＰ
Ｕ１９は現在のコネクタ接続状態、すなわち、（第１検
出信号４２Ａ，第２検出信号４２Ｂ）の状態を読み取
る。そして、これをＳＴＡＴｎ＝（第１検出信号４２
Ａ，第２検出信号４２Ｂ）として次のステップＳ３２に
進む。
【００９４】ステップＳ３２では、前回のコネクタ接続
状態ＳＴＡＴｐ＝（第１検出信号４２Ａ，第２検出信号
４２Ｂ）（後のステップＳ４１参照）と状態ＳＴＡＴｎ
を参照して前回接続無し、かつ今回片側のみ接続有りか
を判定する。
【００９５】前回接続無しか否かは、前回の状態ＳＴＡ
Ｔｐ＝（Ｈ、Ｈ）であるか否かにより容易に判定でき
る。また、今回片側のみ接続有りか否かは状態ＳＴＡＴ
ｎ＝（Ｌ，Ｈ）又は（Ｈ，Ｌ）であるか否かにより容易
に判定できる。そして、このステップＳ３２の判定がＮ
Ｏの場合にはステップＳ３３に進み、ＹＥＳの場合には
ステップＳ３４に進む。
【００９６】このステップＳ３４においてはＣＰＵ１９
は第１コネクタが接続されているかを判定する。これも
状態ＳＴＡＴｎを参照することにより容易に判定でき
る。その結果がＹＥＳの場合にはステップＳ３５に進
み、コネクタ選択信号６０をＨレベルに設定して第１コ
ネクタを選択し、ステップＳ４１へと進む。
【００９７】ステップＳ３４の判定がＮＯの場合は（ス
テップＳ３２でＹＥＳが判定されている事から、この場
合は第２コネクタに接続がある事は明らか）、ステップ
Ｓ３６に進み、コネクタ選択信号６０をＬレベルにして
第２コネクタを選択し、ステップＳ４１へと進む。
【００９８】ステップＳ３３に進んだ場合は、ＣＰＵ１
９は前回のコネクタ接続状態ＳＴＡＴｐと今回のコネク
タ接続状態ＳＴＡＴｎを参照して、前回両方接続有り、
かつ今回片側のみ接続有りかを判定する。この場合の前
回両方接続有りか否かは状態ＳＴＡＴｐ＝（Ｌ，Ｌ）で
あるか否かで容易に判定できる。また、今回片側のみ接
続有りか否かは状態ＳＴＡＴｎ＝（Ｌ，Ｈ）又はＳＴＡ
Ｔｎ＝（Ｈ，Ｌ）であるか否かで容易に判定できる。
【００９９】このようにしてステップＳ３３での判定が
ＹＥＳの場合にはステップＳ３４に進み、ＮＯの場合は
ステップＳ３７に進む。ステップＳ３４に進んだ場合
は、すでに説明した。
【０１００】ステップＳ３７に進んだ場合、ＣＰＵ１９
は前回のコネクタ接続状態ＳＴＡＴｐと今回のコネクタ
接続状態ＳＴＡＴｎを参照して、前回第１コネクタのみ
接続有り、かつ今回第２コネクタに接続有りかを判定す
る。この場合の前回第１コネクタのみ接続有りか否かは
状態ＳＴＡＴｐ＝（Ｌ，Ｈ）であるか否かで容易に判定
できる。また、今回第２コネクタに接続有りか否かは状
態ＳＴＡＴｎ＝（Ｌ，Ｌ）であるか否かで容易に判定で
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きる。このようにしてこのステップＳ３７での判定がＹ
ＥＳの場合にはステップＳ３８に進み、ＮＯの場合には
ステップＳ３９に進む。
【０１０１】ステップ３８においては、ＣＰＵ１９はコ
ネクタ選択信号６０をＬレベルに設定して第２コネクタ
を選択し、ステップＳ４１に進む。
【０１０２】ステップＳ３９に進んだ場合、ＣＰＵ１９
は前回のコネクタ接続状態ＳＴＡＴｐと今回のコネクタ
接続状態ＳＴＡＴｎを参照して、前回第２コネクタのみ
接続有り、かつ今回第１コネクタに接続有りかを判定す
る。この場合の前回第２コネクタのみ接続有りか否か
は、状態ＳＴＡＴｐ＝（Ｈ，Ｌ）であるか否かで容易に
判定できる。
【０１０３】また、今回第１コネクタに接続有りか否か
は、状態ＳＴＡＴｎ＝（Ｌ，Ｌ）であるか否かで容易に
判定できる。このようにしてこのステップＳ３９での判
定がＹＥＳの場合にはステップＳ４０に進み、ＮＯの場
合にはステップＳ４１に進む。
【０１０４】ステップ４０においては、ＣＰＵ１９はコ
ネクタ選択信号６０をＨレベルに設定して第１コネクタ
を選択し、ステップＳ４１に進む。
【０１０５】ステップＳ４１では、状態ＳＴＡＴｐ＝Ｓ
ＴＡＴｎとしてコネクタ接続状態を記憶領域（図１のＲ
ＡＭ２１）へ格納する。こうして今回のコネクタ接続状
態ＳＴＡＴｎは記憶され、ＣＰＵ１９のタイマ６１によ
り、再び図１２の処理が起動された時は、前回のコネク
タ接続状態ＳＴＡＴｐとして使用される。このステップ
Ｓ４１を実行した後、ＣＰＵ１９はこの処理を終了す
る。このように図１２の機能をＣＰＵ１９が有すること
により、複数ある超音波内視鏡接続コネクタの接続状態
よって、自動的に使用可能な超音波内視鏡が切り替わ
り、ユーザは操作卓５２のコネクタ切替スイッチ５３を
操作しなくても、直ぐに検査を行えるようになり、操作
性が極めて向上出きる効果がある。
【０１０６】本実施の形態では説明を簡略化するため、
超音波内視鏡が接続されるコネクタ数を２個で説明した
が、これに限定されるものでなく、２個以上、一般的に
はＮ個であっても十分に適用可能である。
【０１０７】また、第１の実施の形態から第３の実施の
形態まで、超音波画像観測装置３に接続されるのは超音
波内視鏡として説明したが、これに限定されるものでな
く、超音波プローブなどでも十分に適用可能である。ま
た、超音波で診断する超音波診断装置に限定されるもの
でなく、一般の観測プローブ（観測部）を用いて診断す
る診断装置にも適用できる。
【０１０８】［付記］
１．細長の挿入部を体腔内に挿入することにより前記体
腔内の観察が可能な観察部と接続してこの観察部との信
号を送受信するための、着脱可能な接続手段と、前記接
続手段を介して前記観察部と信号の授受を行う送受信部
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と、前記接続手段を介して前記観察部に電力の供給が可
能な電源部と、前記電源部より前記観察部に供給する電
力の供給と遮断を制御する電源制御手段と、を備えたこ
とを特徴とする診断装置。
【０１０９】２．被検体に対して超音波を送受信する超
音波送受信部と信号の授受を行うための、着脱可能な接
続手段と、前記接続手段を介して前記超音波送受信部と
信号の授受を行う送受信部と、前記接続手段を介して前
記超音波送受信部に電力の供給が可能な電源部と、前記
電源部より前記超音波送受信部に供給する電力の供給と
遮断を制御する電源制御手段と、を備えたことを特徴と
する超音波診断装置。
３．被検体に対して超音波を送受信する超音波送受信部
と信号の授受を行うための、着脱可能な接続手段と、前
記接続手段を介して前記超音波送受信部と信号の授受を
行う送受信部と、前記接続手段を介して前記超音波送受
信部に電力の供給が可能な電源部と、前記接続手段の着
脱を検知する着脱検出手段と、この着脱検出手段の検出
結果に基づいて、前記電源部より前記超音波送受信部に
供給する電力の供給と遮断を制御する電源制御手段と、
を備えたことを特徴とする超音波診断装置。
【０１１０】４．前記電源制御手段は、更に前記送受信
部に供給する電力の供給と遮断を制御することを特徴と
する付記１記載の診断装置または付記２記載の超音波診
断装置。
５．生体へ超音波を送受信する超音波送受信手段と、得
られたエコーデータを用いて前記生体内の超音波断層像
を表示する超音波画像観測装置で構成される超音波診断
装置において、前記超音波画像観測装置は、前記超音波
送受信手段への電源供給及び遮断手段を備える事を特徴
とする超音波診断装置。
【０１１１】６．生体へ超音波を送受信する超音波送受
信手段と、得られたエコーデータを用いて前記生体内の
超音波断層像を表示する超音波画像観測装置で構成され
る超音波診断装置において、前記超音波画像観測装置
は、前記超音波送受信手段の着脱検出手段、及び前記超
音波送受信手段への電源供給及び遮断手段を備え、前記
超音波送受信手段への電源供給及び遮断手段は、前記超
音波送受信手段の着脱検出手段により制御される事を特
徴とする超音波診断装置。
７．前記超音波送受信手段の着脱監視手段を有し、超音
波送受信手段が無き場合は超音波信号の送出及び受信を
行わないような回路保護機能を有する事を特徴とする付
記６記載の超音波診断装置。
８．前記超音波送受信手段の本体接続部ＧＮＤピンが、
他の結合ピンより長いという形状的特徴を有し、これに
より超音波送受信手段内部回路を保護する事を特徴とす
る付記６記載の超音波診断装置。
【０１１２】９．生体へ超音波を送受信する超音波送受
信手段と、前記超音波送受信手段を複数接続可能な超音
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波画像観測装置で構成される超音波診断装置において、
前記超音波画像観測装置は、各超音波送受信手段の着脱
検出手段、及び各超音波送受信手段への電源供給及び遮
断手段、各超音波送受信手段からの信号切り替え手段、
各超音波送受信手段の選択手段、及び各超音波送受信手
段へのイネーブル信号作成手段を備え、前記各超音波送
受信手段への電源供給及び遮断手段は、前記各超音波送
受信手段へのイネーブル信号作成手段で生成されたイネ
ーブル信号により制御される事を特徴とする超音波診断
装置。
【０１１３】１０．複数存在する超音波送受信手段の接
続部から自動的に特定の接続を選択する超音波送受信手
段接続部自動選択手段を備え、前記超音波送受信手段接
続部自動選択手段は各超音波送受信手段の着脱検出手段
からの情報をもとに超音波送受信手段の自動選択を行う
事を特徴とする付記９記載の超音波診断装置。
１１．超音波を送受する超音波振動子を内蔵した超音波
プローブと、該超音波プローブのコネクタが着脱自在に
接続され、前記超音波振動子で超音波送受信を行わせる
送受信部回路等と、送受信部回路等に電源を供給すると
共に前記超音波プローブ側にも電源を供給する電源回路
を有する超音波観測装置とを備えた超音波診断装置にお
いて、前記超音波プローブのコネクタの着脱時に少なく
とも前記超音波プローブ側のみへの電源供給を遮断する
電源遮断手段を設けたことを特徴とする超音波診断装
置。
１２．前記電源遮断手段は前記超音波プローブのコネク
タの着脱時に前記超音波プローブ側のみへの電源供給
と、前記送受信部回路への電源供給とを遮断し、接続後
には電源供給をする切換スイッチである付記１１記載の
超音波診断装置。
【０１１４】
【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、細
長の挿入部を体腔内に挿入することにより前記体腔内の
観察が可能な観察部と接続してこの観察部との信号を送
受信するための、着脱可能な接続手段と、前記接続手段
を介して前記観察部と信号の授受を行う送受信部と、前
記接続手段を介して前記観察部に電力の供給が可能な電
源部と、前記電源部より前記観察部に供給する電力の供
給と遮断を制御する電源制御手段と、を備えたので、観
察部が接続される場合及び観察部が外される場合に電源
制御手段により観察部に供給される電力を遮断の制御を
することによって電源のＯＮ／ＯＦＦに関係なく超音波
内視鏡等の観察部の着脱が支障なく行える。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態の超音波診断装置の
構成を示すブロック図。
【図２】超音波内視鏡と超音波画像観測装置との接続部
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周辺の構成を示す図。
【図３】本発明の第２の実施の形態における超音波内視
鏡と超音波画像観測装置との接続部周辺の構成を示す
図。
【図４】超音波内視鏡を着脱した場合の検出信号等を示
すタイミング図。
【図５】ＣＰＵによるフリーズ解除動作の処理内容を示
すフローチャート図。
【図６】ＣＰＵによるライブ中での処理内容を示すフロ
ーチャート図。
【図７】本発明の第３の実施の形態における超音波画像
観測装置の外観を示す図。
【図８】超音波内視鏡と超音波画像観測装置との接続部
周辺の構成を示す図。
【図９】ＣＰＵによるコネクタ選択信号切替の処理内容
を示すフローチャート図。
【図１０】イネーブル信号生成回路の真理値表を示す
図。
【図１１】装置電源の投入時のコネクタ自動切替の動作
を示すフローチャート図。
【図１２】通常動作時のコネクタ自動切替の動作を示す
フローチャート図。
【図１３】従来例の超音波診断装置の構成を示すブロッ
ク図。
【図１４】従来例における超音波内視鏡と超音波画像観
測装置との接続部周辺の構成を示す図。
【符号の説明】
１…超音波診断装置
２…超音波内視鏡
３…超音波画像観測装置
４…挿入部
７…接続コネクタ（コネクタ）
８…接続コネクタ受け（コネクタ受け）
９…超音波振動子
１１…振動子駆動回路
１３…送受信部
１４…Ａ／Ｄコンバータ
１９…ＣＰＵ
２２…操作卓
２８…電源回路
２９…電源スイッチ
３１，３１′…電源供給線
３２，３２′…振動子駆動信号線
３３，３３′…受信信号線
３４，３４′…ＧＮＤ線
３７…サブ電源スイッチ
３８…信号線
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